
1 

 

自己評価結果（令和５年度版） 

令和６年６月２１日公開 

評価項目 学校関係者評価（昨年度） 自己評価 

（１）教育理念・目標  

・保護者や学生とのWEB面談を継続実施したこ

とで、いち早く学生状況の把握が出来て、保

護者とも連携が深められたことはよかった。

今後も継続して欲しい。 

・北九州ゆめみらいワークで、地元の中高生

に向けて本をPRするよい機会になったことか

ら、今後も継続参加して欲しい。 

 

・学生便覧を配布し、学生・保護者に本校の

理念やルールを周知しており、保護者から

質問があった項目等について、改訂を行っ

た。 

・北九州ゆめみらいワークに参加し、地元中

高生へ本校の取り組みや、何が学べる学校

なのかアピールすることができた。 

・学科に関連する業界へのインターンシップ

や企業説明会を積極的に実施したことで、

企業の求めるニーズと、学生教育とのミス

マッチを減らせた。 

○学校の理念・目的・育成人材像 

○職業教育の特色 

○地域社会等のニーズの反映 

○学校の理念・目的・育成人材などの教職員・

学生・関係業界・保護者等への周知 

○学科毎の教育目標・育成人材像が、学科毎

に対応する業界のニーズとのマッチング 

（２）学校運営  

・教育の質向上を図る取組み継続のため、常

勤教員のみならず非常勤講師にも、外部評価

委員による授業視察を実施して、本校の教育

方針および理念を深められたことは良いこと

である。より質の高い、わかりやすい授業の

提供を望む。 

・非常勤講師に対しても、コンプライアンス

遵守は必須のため、正しい情報共有・情報提

供を続けて欲しい。 

 

・インボイス登録事業者および電子帳簿保存

法改正により、クラウドシステムを導入し、

それまで現金で精算していた立替経費のキャ

ッシュレス化を実現し、業務効率が図れた。 

○運営方針に沿った事業計画 

○学校の運営組織や意思決定機能について、

規則等の明文化と機能性 

○学校運営上の各種規程の整備状況 

○教務・財務等の組織整備など意思決定シス

テムの整備状況 

○地域社会等に対するコンプライアンス体制

の整備状況 

○教育活動等に関する情報公開 

○情報システム化等による業務の効率化 

（３）教育活動  

（目標設定等） 

・近畿大学産業理工学部の電気電子工学科へ

の編入学合格者を輩出出来たことは、喜ばし

いことである。理系分野への更なる進路拡大

に期待する。 

 

 

（教育方法・評価等） 

・放送大学との連協協力で、科目履修が可能

になったことは、大変良いことである。履修

結果を公表することは出来るのか。 

・反転授業の取り組みについて、有効性が高

いとの評価であるので、今後も積極的に取り

組んでもらいたい。 

 授業視察の際に、取り組まれていたグルー

プワークや、学生が発表する形式の授業など、

今までの講師が一方的に教授し、学生は聞い

ているだけの従来型の授業とは異なり、学生

自ら考えて表現したりする新しい教育手法と

取り入れているのを拝見し、教育の質向上に

繋がっていると高く評価する。 

 

 

（資格試験） 

・数年前から導入しているリメディアル教育

は、有効的に使用できているのか。導入して

いるだけで、学生に対しフォローが出来てい

るのか。検定資格取得の向上が出来ているの

か。今一度取り組み状況を確認すべきである。 

 

 

（教職員） 

・継続的に教職員研修の伝達講習が実施され

ていることは良いことである。 

・日テレドラマロールプレイを用いた教育手

 

（目標設定等） 

・進学希望者にとっては、文系及び理系大学

への３年次編入合格が目標になっているが、

大学卒業後に社会人になることを見据えた人

物形成を視野に、学生への指導に取り組んで

いる。「気づき・思考・判断・表現」する生

きる力を身に付けさせている。 

 

 

（教育方法・評価等） 

・反転授業やグループワークを実施すること

により、自分の考えを述べたり、他の学生の

前で発表することで、より深く理解し知識を

身に付けることが出来、さらには、編入試験

や就職試験での面接にも自信を持って、臨む

ことが出来ている。 

・職業人としての専門性だけでなく、自ら考

え、社会の変化にも柔軟に対応する力を身に

付ける授業科目を追加および見直しすること

によるカリキュラムマネジメントを行った。 

 

 

（資格試験） 

・中小企業BANTO認定試験および日商簿記２級

に合格できたことから、現在のカリキュラム

および指導体制を継続していく。 

・学生に提供しているeラーニングなどのリメ

ディアル教育について、取り組み状況は各科

目担当者のみの把握となり、統一できていな

い。 

 

 

（教職員） 

・実社会においてDX（デジタル・トランスフ

ォーメーション）人材育成が推進されており、

（目標設定等） 

○教育理念等に則した教育課程の編成・実施

方針等 

○教育理念・育成人材像等を踏まえた科の修

業年限に対応した教育到達レベルや学習時間

の適正性 

 

 

（教育方法・評価等） 

○カリキュラム上にある科目の相互性及び補

完性による体系化 

○キャリア教育等の視点に立ったカリキュラ

ムやシラバスの工夫や開発 

○科毎の関連業界（団体・企業等）との連携

によるカリキュラム・シラバス等の見直し 

○科毎の関連業界（団体・企業等）における

実践的職業教育の体系的位置付け 

○授業評価の実施及び評価体制 

○成績評価並びに単位認定、進級及び卒業判

定の基準の明確化 

 

 

（資格試験） 

○資格・検定取得等に関する指導体制及びカ

リキュラム上での体系的位置付け 

 

 

（教職員） 

○人財育成目標の達成に向けた教員の要件 

○関連業界との連携に関連した、優秀な教員

の確保体制 

○教員に求められる、関連業界で必要とされ

る先端的知識・技術等の習得に向けた研修体

制等 

○教職員の能力開発のための研修等 
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 法で、教員に研修し、学生教育へ発展させて

いき、文科省が掲げる学習指導要領にもある

「思考力・判断力・表現力」を育成し、生き

る力を身に付けさせて欲しい。 

・大学との連携により大学側が求める学生像

と、送り出す専門学校側との乖離がないよう、

継続的に連携を図っていくよう今後も期待す

る。 

・学生の企業へのインターンシップだけでは

なく、教員の他業種へ在籍出向させていただ

いたのは、教育機関としても、良い経験とな

ったことと思われる。受け入れ頂いたリズム

食品株式会社様に感謝申し上げる。 

すでに取り組んでいる企業から研修していた

だいた。 

・令和６年４月から障害者差別解消法の改正

により合理的配慮が義務化されることへの周

知徹底のため、研修を受講した教員だけでな

く、受講していない教職員への伝達講習を次

年度（令和６年度）実施する。 

（４）学修成果  

・学生インターンシップ受け入れ企業が増加

したことは、喜ばしいことである。インター

ンシップがきっかけで就職内定に結び付いた

学生もいることから、学生にとっても企業に

とっても有意義である。 

・退学者が１２名いるのは、残念であるが、

引き続き低減していくよう指導を行って欲し

い。また、来年度（令和５年度）から導入の

スクールカウンセラーに期待している。 

・留学生指導について、制度変更に伴い入国

管理局から非適正校となったことは致し方な

いが、留学生管理を徹底し、次年度は適正校

になるよう努めて欲しい。コロナ禍が明け、

徐々に留学生数が増えると見込まれるため、

受け入れ態勢および卒業後の進路についてよ

り一層支援して欲しい。 

 

・大学３年次編入合格率９３．５％、就職決

定率１００％を達成できた。 

・進路変更や病気療養などの理由により、１

８名が退学者した（コンピュータ会計科は４

名）。 

・留学生指導、管理を強化したことで、入国

管理局より適正校の認定を受けることが出来

た。 

・在校生に向けて、大学３年次編入した本校

卒業生による編入合格するまでの学習取組み

方法や成果報告会および、就職した卒業生に

よる経験談発表会を実施したことで、在校生

の学習意欲の向上が図れただけでなく、卒業

生に対しても卒業後のキャリアを考える良い

機会になった。 

○就職率の向上体制 

 

○資格取得率の向上体制 

 

 

○退学率の低減対策 

 

○卒業生及び在校生の社会的な活躍等の把握 

 

○卒業生のその後のキャリア形成の把握と教

育活動への改善活用 
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評価項目 学校関係者評価（昨年度） 自己評価 

（５）学生支援  

・放送大学と協力締結できたことは大変良い

ことである。 

協定締結している近畿大学との大学見学など

の連携を密にしたことで、３年次編入学合格

者を多数出すことが出来たことは素晴らしい

ことである。 

・外部カウンセラーによるスクールカウンセ

リングについて、本格導入実施後に効果や継

続の有無も含め検討すべきである。 

・コロナ禍による食や生理の貧困の支援を実

施したことは、素晴らしい。今後も学校の負

担にならない範囲で、支援継続の検討をして

欲しい。 

・必要な支援に対して自ら手を挙げることが

できることは、「真の自立した人」だと思う

ので、今後も、「自立した人」を育てて欲し

い。 

 

・学生の希望進路実現への支援として、大学

編入試験対策講座の実施および面接指導・志

望動機づけの相談体制の充実を図った。 

・大学編入を志望する学生向けに、北九州市

立大学、九州工業大学および近畿大学への大

学見学を受け入れていただくことができた。

学生の大学編入への意欲向上につながった。 

・経済的支援として、学費納入の猶予および

分割納入を実施した。 

・コロナ禍の影響のため、生理の貧困の支援

を前年度より継続して実施した。 

・外部カウンセラーによるスクールカウンセ

リングを年間通じて実施したが、カウンセラ

ーとの折り合いがつかず、次年度の実施は見

送ることとした。 

○進路・就職に関する支援体制 

○学生相談に関する支援体制 

 

○学生に対する経済的な支援体制 

○学生の健康管理に対する体制 

 

 

 

○課外活動に対する支援体制 

 

 

○学生の生活環境への支援体制 

 

○社会人のニーズを踏まえた教育環境整備に

ついて 

○高等学校との連携によるキャリア教育・職

業教育の取組 

 

○関連業界との連携による卒業後の再教育プ

ログラム体制 

（６）教育環境  

・インターンシップ受け入れ企業へ学生が採

用されたのは、大変素晴らしい。企業および

学生のニーズのミスマッチが防げるため、今

後も受け入れ企業の増加に努めて欲しい。 

 

・インドネシアの大学３校と連携協力合意を

締結したことにより、本校専門学校からイン

ドネシアの大学へ編入する２＋２学位取得プ

ログラムの研究が来年度以降行える。 

○施設・設備の整備体制 

○実習施設・インターンシップ・海外研修等

の教育体制の整備状況 

○防災等に対する整備状況 

 

（７）学生の受入れ募集  

・Web出願システムを利用した出願が増加傾向

にあることから、出願方法のパンフレットを

作成しわかりやすくして改善できたことは良

い。出願方法別に集計し、推移を確認すると

よい。 

・物価高騰のため、今後、適正な校納金の見

直しをすべきである。 

 

・Web出願システムの利用者が、全出願者の５

６％と半数を超え、前年度より増加した。 

・物価高騰による教育経費の増加のため、校

納金の３％増額改定を行った。 

○高等学校等への情報提供等の体制 

 

 

 

 

○学生募集活動の適正性 

 

 

○学生募集活動における、資格取得・就職状

況等の情報の正確性 

○校納金の適正性 
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評価項目 学校関係者評価（昨年度） 自己評価 

（８）財務  

・理事会の議事録を確認。 

・予算書の確認。 

・監査報告書を確認。 

・収支状況等は、決算書関係書類と監査報告書

により確認。及び、公開情報も確認。 

 

・理事会による決議。 

・予算書に則した収支実行（経理規程による）。 

・理事会監事による監査実施。 

・収支状況の公開は学校関係者評価委員会の承認

後、HPにて公開。 

 

○学校の経営基盤体制 

○予算・収支計画の適正性 

○財務監査 

○収支状況の公開体制 

 

○収支状況（令和５年度分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

※奨学費の過去5か年実績（単位：千円） 

令和元年度：20,140  令和2年度：22,349  令和3年度：32,436  令和4年度：25.479  令和5年度：19,009 
 

（９）法令等の遵守  

・法律改正に伴う関連規則等の改正は今後も行

って欲しい。 

・コンプライアンスおよび個人情報保護の遵守

を徹底して欲しい。 

・コロナ禍で数年実施できていなかった「選挙

権に関する学生への講習会」で市議会見学を実

施が出来、学生が政治に関心を持つ良い機会に

なったのではないか。 

 

 

・令和６年６月２１日公開 

 

・学生によるコンプライアンスやハラスメントに

抵触する事案が発生した。罪の意識がなく安易に

SNS等に発信できてしまうため、教職員のみなら

ず学生にもコンプライアンス遵守の指導を徹底

していく必要がある。 

・選挙権に関する学生への講習会として、市議会

見学を実施し、１８歳成人として責任ある行動・

法令遵守することの大切さの意識づけができた。 

○コンプライアンス（法令等）の適正性 

○個人情報の保護対策 

 

○自己評価の実施と改善計画 

 

○自己評価結果の公開 

（１０）社会貢献・地域貢献  

・公共職業訓練を実施出来たことは、良いこと

である。今後も継続的に実施できる体制を構築

して欲しい。 

 

・地域貢献として、大規模火災で被災した地元映

画館の復興イベントや、市内のシェアサイクルサ

ービスの自転車移動などの学生ボランティアを

行った。 

・公共職業訓練において事務系１コースを実施で

きた。 

 

○学校を活用した社会貢献・地域貢献に

ついて 

○学生のボランティア活動等 

○地域に対する公開講座や職業訓練等

の実施状況 

 

（１１）国際交流  

・コロナ禍で留学生数が激減しているのは残念

であるが、留学生一人ひとりに手厚いフォロー

が出来る良い機会である。 

・卒業した留学生５名全員が、進学や国内就職

を実現できたことは、素晴らしい。 

 

・留学生の卒業生２名とも日本国内で就職するこ

とができた。 

・インドネシアの大学３校とのMOU締結により、

単位互換の可能性や学位取得の可能性ができた。 

 

 

 

 

○留学生の受け入れ・派遣への戦略 

 

○留学生の受け入れ・派遣の実施状況 

○留学生（受け入れ・派遣）の学習体制

及び評価・生活指導についての学内指導

体制 

○学習成果の国内外での評価体制 
  

令和５年度    単位：千円 

収
入 

区分 金額 割合  

支
出 

区分 金額 割合 

自己収入（Ａ） 146，659 84.0%  教育研究経費支出（Ｄ） 32，354 18.0% 

 授業料等収入（Ａ-1） 140，220 80.3%  （※内奨学費） 19，009 （10.5%） 

 その他収入（Ａ-2） 6，439 3.7%  人件費支出（Ｅ） 87，533 48.3% 

事業収入（Ｂ） 10，073 5.8%  一般管理費支出（Ｆ） 39，834 22.0% 

補助金等収入（Ｃ） 17，903 10.2%  施設・設備関係支出（Ｇ） 6，155 3.4% 

借入金（Ｄ） 0 0%  その他支出（Ｈ） 14，999 8.3% 

合計 174，636 100%  合計 180,877 100% 

 












